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１ ． 長 寿 命 化 修 繕 計 画 の 目 的  

１ ） 背 景  

○ 三 宅 村 は 、 開 水 路 沿 い に 多 く の 集 落 が 散 在 し 、 市 街 地 と し て 形 成 さ れ て い

る 人 口 集 積 地 が 少 な い う え 、中 山 間 地 集 落 に は 辺 地 集 落・小 規 模 集 落 も あ り 、

こ れ ら の 集 落 を 結 ぶ 道 路 網 に 多 く の 渡 河 橋 梁 を 抱 え て い ま す 。 村 道 に は 、 中

小 河 川 に 架 か る 橋 梁 が 多 い で す 。 近 年 、 本 村 で は 高 齢 化 が 著 し く 進 み 、 多 く

の 独 居 高 齢 者 や 高 齢 者 世 帯 を 抱 え て い ま す 。 特 に 、 中 山 間 地 集 落 の 過 疎 化 ・

高 齢 化 は 今 後 も 加 速 す る と 想 定 さ れ る こ と か ら 、 災 害 時 に 集 落 を 孤 立 さ せ な

い な ど 、 村 民 の 暮 ら し に お け る 安 全 ・ 安 心 を 確 保 す る こ と が 重 要 課 題 と な っ

て き ま す 。  

三 宅 村 は 、 河 川 及 び 用 水 路 沿 い に 多 く の 住 宅 地 が 散 在 し 、 市 街 地 と し て 形

成 さ れ て い る 人 口 集 積 地 が 多 く あ り ま す 。 こ う し た 中 、 橋 梁 を は じ め と す る

道 路 構 造 物 の 老 朽 化 及 び そ れ に 伴 う 維 持 管 理 コ ス ト の 増 大 が 新 た な 問 題 と

し て 顕 在 化 し て き ま し た 。 仮 に 、 老 朽 化 し た 橋 梁 の 増 加 後 に 事 後 的 な 補 修 ・

更 新 を 行 う 場 合 、 大 規 模 な 補 修 ・ 架 け 替 え の 一 時 的 な 集 中 に よ り 、 道 路 ネ ッ

ト ワ ー ク 機 能 の 低 下 や 修 繕 ・ 更 新 費 等 の 増 加 が 発 生 し 、 本 村 の 発 展 及 び 村 民

生 活 等 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す こ と が 危 惧 さ れ ま す 。  

図 １ 橋 長 分 布 及 び 経 過 年 数 分 布  

 本 村 の 管 理 橋 梁 ： 25橋 （ 令 和 ３ 年 ３ 月 現 在 ） の う ち 建 設 後 50年 を 経 過 す る

高 齢 橋 梁 は 8橋 あ り ま す が 、 30年 後 に は 、 52 %（ 13橋 ） を 占 め る こ と に な り ま

す 。 対 策 集 中 を 避 け 、 予 防 保 全 の 観 点 か ら 事 前 に 補 修 対 策 を 行 う こ と は コ ス

ト 縮 減 の 効 果 が あ り ま す 。  
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図 ２  供 用 年 数 50年 を 超 え る 橋 梁 の 推 移  

２ ） 目 的  

○ 本 村 が 管 理 す る 橋 梁 （ 25橋 ） を 対 象 に 橋 梁 の 状 態 を 把 握 し 、 予 防 的 な 対 策

を 計 画 的 に 進 め 、 橋 梁 の 延 命 化 と 補 修 ・ 架 替 え 費 用 の 縮 減 を 図 る と と も に 、

重 要 な 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 安 全 性 ・ 信 頼 性 を こ れ ま で 以 上 に 確 保 す る た め 、

「 橋 梁 の 長 寿 命 化 修 繕 計 画 」 を 策 定 し 、 橋 梁 の 点 検 ・ 補 修 ・ 架 替 え を 計 画 し

ま す 。  

 

２ ． 長 寿 命 化 修 繕 計 画 の 対 象 橋 梁  

 今 回 対 象 と な る 三 宅 村 が 管 理 す る 橋 梁 は 、 令 和 3年 3月 現 在 河 川 橋 が 25橋 と

な り ま す 。 橋 梁 位 置 及 び 一 覧 は 下 記 に 示 し ま す 。  

図 ３  橋 梁 位 置 図  
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表 １ 対 象 橋 梁 一 覧  

橋梁延長 有効幅員

(ｍ) (ｍ)

1 筑穴橋 大永井2号線 三宅村坪田 2897 8.80 4.80 1994 PC橋 プレテン床版

3 道の沢1号橋 八重間線 三宅村坪田 4717 6.80 4.80 1990 PC橋 床版橋

4 夕景橋 夕景線 三宅村阿古 42-2 17.30 4.20 2016 PC橋 プレテン中空床版

5 高根橋 高根線 三宅村伊ヶ谷 233 4.61 3.03 1968 RC橋 床版橋

9 平山2号橋 原の川線 三宅村伊豆  977 3.33 5.65 1968 BOX橋 ボックスカルバート

10 曽里川橋 灯台線 三宅村伊豆 294 6.60 5.10 1968 RC橋 T桁橋

11 草木橋 草木線 三宅村伊豆 460 3.70 4.59 1972 BOX橋 ボックスカルバート

12 姉川1号橋 伊豆上道線 三宅村伊豆 964-1 5.02 5.65 1968 PC橋 プレテン床版

13 志らたき橋 白滝線 三宅村神着 590-2 4.43 3.64 1968 RC橋 アーチ橋

14 ようがさわ1号橋 山の平線 三宅村神着 359-2 4.55 6.30 1968 RC橋 床版橋

15 ようがさわ2号橋 山の平線 三宅村神着 488 6.31 4.50 1968 RC橋 床版橋

16 ハルゲ橋 ハルゲ線 三宅村伊豆121 5.10 4.60 1975 BOX橋 ボックスカルバート

17 赤沢橋 神着下原線 三宅村神着 185-1 4.60 5.64 1968 BOX橋 ボックスカルバート

18 大里橋 釜方1号線 三宅村坪田 2893 12.85 4.80 1996 PC橋 プレテン床版

19 長沢橋 岡庭線 三宅村伊ヶ谷534 8.70 6.20 2003 PC橋 プレテン床版

20 岡庭橋 岡庭線 三宅村伊ヶ谷 530-3 9.01 6.20 2003 PC橋 プレテン床版

21 坊田沢橋 坊田線 三宅村伊豆 998 10.00 6.30 2004 PC橋 プレテン床版

22 長池橋 伊豆上道線 三宅村伊豆 959-2 8.60 6.80 2004 PC橋 プレテン床版

23 川田沢橋 赤沢線 三宅村神着 896 14.80 4.20 2004 PC橋 プレテン床版

24 赤沢1号橋 赤沢線 三宅村神着169 12.10 5.20 2004 PC橋 プレテン床版

25 坪田海岸橋 坪田海岸線 三宅村坪田1306 8.08 7.91 2005 PC橋 プレテン床版

26 金層沢橋 金層線 三宅村坪田 1658-2 16.64 6.20 2002 PC橋 プレテン中空床版

27 湯舟大橋 湯舟線 三宅村神着 162-2 172.90 9.20 2006 PC橋 プレテン中空床版+プレテンT桁

28 伊豆川橋 伊豆海岸線 三宅村伊豆 138-2 7.85 8.48 2011 PC橋 プレテン床版

30 ずなご橋 坪田海岸1号線 三宅村坪田 1306-7 12.30 5.20 2010 PC橋 プレテン床版

整理

番号
架設年

橋梁の

種類

上部構造

型式
名称 箇所路線名
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３ ． 健 全 度 の 把 握 及 び 日 常 的 な 維 持 管 理 に 関 す る 基 本 的 な 方 針  

１ ） 健 全 度 の 基 本 的 な 方 針  

○ 三 宅 村 で は 国 土 交 通 省 の 「 道 路 橋 定 期 点 検 要 領 」 を 参 考 し ， ５ 年 に 一 度 の

近 接 目 視 に よ る 定 期 点 検 お よ び 診 断 を 行 い ま す 。  

○ 橋 梁 健 全 度 の 評 価 は 全 国 一 律 の 4段 階 （ Ⅰ ～ Ⅳ ） 方 式 に よ る 健 全 度 評 価 区

分 を 採 用 し ま す 。  

 

２ ） 日 常 的 な 維 持 管 理 に 関 す る 基 本 的 な 方 針  

○ 橋 梁 を 健 全 な 状 態 に 保 つ た め ， 日 常 的 な 維 持 管 理 と し て ， パ ト ロ ー ル 実 施

の 際 点 検 を す る と 共 に ， 清 掃 や ， 舗 装 の 劣 化 等 小 規 模 な 修 繕 に つ い て は そ の

都 度 ご と に 行 い ま す 。  

○ 軽 微 な 損 傷 や 機 能 不 全 及 び 漏 水 に 対 し て は 、 凍 害 に よ る コ ン ク リ ー ト の 劣

化 も 見 ら れ る こ と か ら 、 予 防 的 保 全 処 置 と し て 簡 易 な 処 理 を 講 じ て 劣 化 要 因

を 早 期 に 除 去 し ま す 。  

○ 担 当 職 員 に つ い て は 、 東 京 都 等 が 主 催 す る 橋 梁 点 検 や 補 修 に 関 す る 講 習 会

等 に 参 加 し 、 橋 梁 の 劣 化 損 傷 特 性 、 点 検 技 術 手 法 、 対 策 工 法 の 選 定 な ど の 知

識 や 見 識 を 深 め 、 日 常 管 理 に 役 立 て ま す 。  

 

４ ． 対 象 橋 梁 の 長 寿 命 化 及 び 修 繕 に 係 る 費 用 の 縮 減 に 関 す る 基 本 的 な 方 針  

○ 対 象 橋 梁 の 状 態 の 把 握 と と も に ， 劣 化 が 顕 在 化 す る 前 に 健 全 度 の 回 復 を 図

る 予 防 保 全 の 形 を と る こ と で ， 都 度 ご と の 修 繕 費 を 削 減 し ま す 。  

○ 全 橋 を 予 防 保 全 型 管 理 へ の 完 全 移 行 す る よ う 、 現 段 階 で 健 全 度 が Ⅲ の 橋 梁

を 早 期 に 対 策 し 、 5年 間 を 目 途 に 全 橋 を 予 防 保 全 へ 移 行 す る こ と で 、 今 後 の

修 繕 費 を 削 減 し ま す 。  

○ 実 施 可 能 な 計 画 を 策 定 す る た め に 、 補 修 事 業 の 前 倒 し や 先 送 り を 調 整 し 、

中 ・ 長 期 計 画 に お け る 年 間 予 算 の 平 準 化 を 行 い ま す 。  

○ 今 後 、 利 用 状 況 等 を 踏 ま え 、 橋 梁 の 集 約 化 ・ 撤 去 に つ い て の 検 討 を 行 い ま

す 。  
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５ ． 対 象 橋 梁 ご と の 概 ね の 次 回 点 検 時 期 及 び 修 繕 内 容 ・ 時 期 又 は 更 新 時 期  

 次 回 点 検 時 期 は 20 2 3年 と な り 、 そ の 後 5年 ご と に 点 検 を 実 施 し ま す 。 ま た 、

修 繕 内 容 ・ 時 期 又 は 更 新 時 期 は 資 料 １ 及 び ２ と な り ま す 。  

 

６ ． 長 寿 命 化 修 繕 計 画 に よ る 効 果  

○ 平 成 29 年 度 の 点 検 結 果（ 別 紙 ３ 参 照 ）に 基 づ き 、全 橋 梁 に つ い て 対 症 療 法 的

な 維 持 管 理 を 行 っ た 場 合 と 橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計 画 に 基 づ く 計 画 的 な 維 持 管 理

を 行 っ た 場 合 の ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト を 試 算 し ま し た 。  

結 果 、 2 0 2 2 年 度 か ら 今 後 5 0 年 間 の ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト は 6 . 4 7 億 円 か ら

2 . 7 3 億 円 （ ▼ 3. 7 4 億 円  ） に 減 少 し 、 約 5 7 . 8％ の 縮 減 効 果 が 見 込 ま れ ま す 。  

そ の 理 由 と し て 、 供 用 後 50 年 未 満 の 若 い 橋 梁 が 6 割 で あ る こ と 、 ま た そ の

多 く が 小 規 模 橋 梁 の た め 1 橋 当 り の 補 修 費 が 比 較 的 少 額 で あ る こ と か ら 、計 画

的 維 持 管 理 に よ る 長 寿 命 化 に よ り 、 今 後 5 0 年 間 に お い て 規 制 状 態 に な る 橋 梁

数 を 最 小 限 と す る こ と が 可 能 と な っ た こ と が あ げ ら れ ま す 。 計 画 後 5 0 年 間 に

お け る コ ス ト 縮 減 効 果 は 下 図 の と お り と な り ま す 。  
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表２ 点検結果一覧 

防

護
柵

高
欄

地

覆

舗

装

伸

縮
装

置

1 0001 筑穴橋 1 PC橋 プレテン床版 1994 a b c a c a a b A Ⅱ

2 0002 道の沢1号橋 1 PC橋 床版橋 1990 a b a c a c a A Ⅰ

3 0003 夕景橋 1 PC橋 プレテン中空床版 2016 b a a a a b a a B Ⅰ

4 0004 高根橋 1 RC橋 床版橋 1968 c a a e a d a A Ⅱ

5 0005 平山2号橋 1 BOX橋 ボックスカルバート 1968 b c c b c A Ⅱ

6 0006 曽里川橋 1 RC橋 T桁橋 1968 e a c e e d c b a E Ⅲ

7 0007 草木橋 1 BOX橋 ボックスカルバート 1972 d b b a b B Ⅲ

8 0008 姉川1号橋 1 PC橋 プレテン床版 1968 c a b a b b a a C Ⅱ

9 0009 志らたき橋 1 RC橋 アーチ橋 1968 e e d D Ⅲ

10 0010 ようがさわ1号橋 1 RC橋 床版橋 1968 d b a c e b a B Ⅲ

11 0011 ようがさわ2号橋 1 RC橋 床版橋 1968 a a a a c b a A Ⅰ

12 0012 ハルゲ橋 1 BOX橋 ボックスカルバート 1975 c a d a b A Ⅱ

13 0013 赤沢橋 1 BOX橋 ボックスカルバート 1968 c c a c b a b B Ⅱ

14 0014 大里橋 1 PC橋 プレテン床版 1996 a b c a a b c a A Ⅱ

15 0015 長沢橋 1 PC橋 プレテン床版 2003 a a c a a a b a A Ⅱ

16 0016 岡庭橋 1 PC橋 プレテン床版 2003 a a c a a a c a A Ⅱ

17 0017 坊田沢橋 1 PC橋 プレテン床版 2004 a a c a c c c a A Ⅱ

18 0018 長池橋 1 PC橋 プレテン床版 2004 a a c a d b c a A Ⅱ

19 0019 川田沢橋 1 PC橋 プレテン床版 2004 c a c a b a b c C Ⅱ

20 0020 赤沢1号橋 1 PC橋 プレテン床版 2004 a a c a b a a a A Ⅱ

21 0021 坪田海岸橋 1 PC橋 プレテン床版 2005 c a c a e b c e C Ⅱ

22 0022 金層沢橋 1 PC橋 プレテン中空床版 2002 c a c a a a d e C Ⅱ

23 0023 湯舟大橋 10 PC橋 プレテン中空床版+プレテンT桁 2006 c c d c a d c a e C Ⅲ

24 0024 伊豆川橋 1 PC橋 プレテン床版 2011 a a c a b c a a A Ⅱ

25 0025 ずなご橋 1 PC橋 プレテン床版 2010 a a c a b a a a A Ⅱ

その他
総
合

健

全

度

判

定

区

分

（

参

考
）

調査結果

上部構造

型式

橋梁

コード
支

承

部

下

部

構

造

上

部

構

造

【

床

版
】

上

部

構

造

【

横

桁
】

上

部

構

造

【

主

桁
】

NO 名称 径間数 架設年
橋梁の

種類
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７ ． 新 技 術 等 の 活 用 方 針  

 当 村 に お い て 、 25橋 の う ち 建 設 後 50年 を 経 過 す る 高 齢 橋 梁 は 8橋 あ り ま す

が 、 30年 後 に は 、 52 %（ 13橋 ） を 占 め る こ と に な り ま す 。 そ の た め 、 維 持 管

理 ・ 修 繕 コ ス ト の 削 減 や 作 業 の 効 率 化 が 課 題 と な り ま す 。 今 後 は 修 繕 や 点 検

等 に 係 る 新 技 術 や 、 費 用 の 縮 減 及 び 事 業 の 効 率 化 等 の 効 果 が 見 込 ま れ る 新 技

術 の 活 用 の 検 討 を 行 い ま す 。  

 

８ ． 計 画 策 定 担 当 部 署 お よ び 意 見 聴 取 し た 学 識 経 験 者 等 の 専 門 知 識 を 有 す る 者  

１ ） 計 画 策 定 担 当 部 署  

三 宅 村  地 域 整 備 課 Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ４ ９ ９ ４ － ５ － ０ ９ ８ ９  

 

２ ） 意 見 聴 取 し た 学 識 経 験 者 等 の 専 門 知 識 を 有 す る 者  

  芝 浦 工 業 大 学  工 学 部  土 木 工 学 科  勝 木 太 教 授   

 


